
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあ
主たる事務

在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

者の氏名）

事業者の主たる
業種

L）士匡凶L）士匡凶L）士匡凶L）士匡凶L）士匡凶

ｖＩｉｌ蛾､'iする□には、レ印をilu人してください。特定,ｌＦＸ行以外の011F粟行の力はし印のi把人は不典です。

２「ＡＷｌｲ'二｣jlf」とはi汁IIWj1llIlUのIMIｲI苦皮を、「11棟ｲI<皮」とはIllIllIijIlⅡ川の岐終ｲﾄﾞ度を、「級《IﾅｲI:皮」とはiilIIlIijUⅡ川のうち、今'''1級fIiの対象となるｲIＩ度をいいます。
３「OIF乗所鯆排Ⅱ}は分」とは〃(郁府IAIの11:粟所煉の１１９１‘派勤のためのエネルギーの使川にｲﾄい充′|ﾐするiu嶺効染ガスを、「輸送I|[liIGi排Ⅱ１ｌｘ分」とは｢lmllil〔迎送111F典行についてはUUUの本拠の位ｌＩｖｌを〃(郁府|｣Wとする'1〔I1lGi
の排Ⅱ)するiLl察効采ガスを、欽逝WIF芙折については像ｲj､するiT物IliIIlｲ又は旅群１１〔IiI1jの排ⅡＩするi且宗効果ガスを、「その他排１１Ⅱ弍分」とはl2iiu以外の〃(hMflAIにおける１１F英所呼の'1F染活動に｛1くい充ﾉ|：するIAl嶺効果ガス
をいいます。

'１「Djnlt位､ｌ１たりのiAA察効果ガス排川1,t等」の「１１１途腫分」には、○○I:鴎、’１F務所などの)Ⅱ途を,鮎人してください。「Dj〔１１t位の折線」には、分/･の「：駿化供米換算」のｒに分けとなる折様（'|ﾐ藤数１１t、砥ぺ床IfIi
繭、進ｲjmi離呼）を紀人してください。

５「その他の地球ＩＨＩ慶化対，iiiによる181案効果ガスの削減1,t⑭;」のうち「森林の保全及び縦伽」の「11標ｲＭｌｉ（i汁nlli）」柵にはillI11Ii1911IUll1の１１棟の巣`11を、「報《1ﾅｲIzlni（火紘）」柵には火紋の染ＯＩＩをIlU入してください。

６「特鎚’１１F敏」には、１八成２ｲ12座（１９９０ｲI:皮）をjAW11とした排Ⅱ１１１tの対比や、行エネ製１Ｍ|】]苑など他行のi且寵効果ガス排lIlIqIﾘ減への1ｔ畝、グリーン綱述の採川、特定フロンなどの条例折定外のi且窺効果ガスの､ﾘ減
などをIiu人してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都府京都市北区上賀茂本山

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

学校法人京都産業大学理事長柿野欽吾

事業者の主たる
業種 大学（教育施設）

該当する事業者
要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

F蟇ii:iil1fi:温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道車両
辰 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成19年度を基準にして計画期間中に1.0％以上の温室効果ガス排出量の削減を図る゜

推進体制 ○各建物のエネルギーの使用量を把握できるように進めている。
○省エネルギーを図るため、インバーター方式から高効率型インバーター方式に１１項次取替えを行っている。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

設備、対象、工程等

照明器具

照明器具

照明器具

措置内容

図書館2階・３階部分の照明器具をインバーター方式から高効率型（ＨＦ／Ｗｴｺﾞ）に改修を実施した。

図書館に地下1階・２階部分の照明器具をインバーター方式から高効率型（ＨＦ／Ｗｴｺﾞ）に改修を実施した。

第１実験室棟の照明器具をインバーター方式から高効率型照明器具に改修を実施した。
温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）年度
（二鹸化殿来換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(_二鹸化灰鍍換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二駿化灰然換il〔）

増減率
(実績）

8,583.5ｔ 8,499.1ｔ －１．０％ １０，１７２．３ｔ １８．５％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 8,583.5ｔ ＊２ ８，４９９．１ｔ -1.0％ ＊ｊ1 10,172.3ｔ 1８．５％ 

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

教育施設
二酸化炭素換算

廷床面積
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.O494t-co2/㎡ 0.0490t-co2/㎡ -0.8％ 0.0543t-co2/㎡ 9.9％ 

％ ％ 

％ ％ 

平成21年９月に14号館・第５研究室棟、平成22年２月に15号館、平成22年６月に16号館が増え、本学全体の廷床面積が増加し
た。また、平成22年４月以降14号館・’5号館・第５研究室棟が本格稼働し、電力量が増大した。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
収iIllFk等 に酸化灰架換､[）

(1%:総Ihi舐） hａ (吸収’ t） ｔ 

(利)1］ rｎＤ (削減’ 上） ｔ 

(苑魅１０t） kwｈ (削蛾’ （） ｔ 

(熱供鉛lit） CＪ (Hﾘ蛾Ｉ t） ｔ 

(１１１$入lit） kwｈ (､Ｉ波Ｉ t） ｔ 

(!＃人I(） ｔ (､Ｉ城111(） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組11t鞭 (二鹸化灰架換算）

(W1Mi面積） hａ (吸収1ｋ） ｔ 

(利川lit） IｎＢ (ﾛリ l(） ｔ 

(鬼Milit） kwｈ (伽 上） ｔ 

(鵜供給Iit） GＪ (､リ t） ｔ 

(HlIl入 kwｈ (､ﾘ減liI(） ｔ 

(1m人11t） ｔ (､Ｉ賊11t） ｔ 

＊６ 
ｔ 

差引排出量

(排１１}合計一削減聯合ill）

基準年度（実績）

＊】8,583.5ｔ

目標年度（計画）

(､2)-(､3）8,499.1ｔ 

増減率（計画）

-1.0％ 

報告年度（実績）

(.d)_(輻）１０，１７２．３ｔ

増減率（実績）

18.5％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


